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住
民
税
・
所
得
税
の
申
告
は
お
早
め
に
!

2
月
1
6
日
～
3
月
1
5
日

申
告
期
限
が
近
づ
く
と

窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す

住
民
税
問
先
=
区
役
所
課
税
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

申
告
が
必
要
な
方
・
必
要
の
な
い
方

□
申
告
が
必
要
な
方

(
1
)
1
0
年
中
に
所
得
が
あ
り
、
H
年
1
月
1

日
現
在

足
立
区
内
に
住
ん
で
い
る

方(
2
)
足
立
区
外
に
住
ん
で
い
て
も
、
区
内

に
串
務
所
や
事
業
所
、
家
屋
敷
が
あ
る

方□
申
告
が
必
要
の
な
い
方

(
1
)
税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
る
方

(
2
)
1
0
年
中
の
所
得
が
給
与
だ
け
で
、
給

料
か
ら
住
民
税
を
差
し
引
か
れ
る
方

(
3
)
H年1
月
1
日
現
在
、
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
た
方

□
1
0年
中
に
転
入
し
て
き
た
方
へ

前
住
所
地
で
住
民
税
の
申
告
を
し
て

い
て
、
1
0年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し

て
き
た
方
は
、
申
告
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
書
は
、
課
税
課
ま
た
は

区
民
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

□
非
課
税
の
方
も
申
告
に
ご
協
力
を
　

住
民
税
の
申
告
は
、
非
課
税
証
明
書

の
発
行
や
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険

の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

書
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。な
お
、
S

き
や
す
い
「
簡
易
申
告
書
」
も
あ
り

ま
す
。

住
民
税
申
告
書
の
提
出
場
所

区
役
所
課
税
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
区
民
事
務
所
(
北
千
住
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
除
く
)
に
課
税
課
職

員
が
2
日
間
出
張
し
て
受
け
付
け
ま

す
。
※
日
程
は
「
あ
だ
ち
広
報
」
2

月
2
5日
号
に
掲
載
予
定

所
得
税

問
先
=
足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

確
定
申
告
が
必
要
な
方

(
1
)
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

で
、1
0年
中
の
所
得
金
額
が
、
扶
養
・

配
偶
者
・
基
礎
控
除
等
の
所
得
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
方

(
2
)給与
所
得
者
の
方
で
次
の
要
件
に
該

当
す
る
方

▽
給
与
収
入
が
2
千
万
円
を
超
え
る
方

▽
給
与
を
2
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

る
方

▽
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
観
族
な
ど

で
、
そ
の
会
社
か
ら
給
与
以
外
に
不
動

産
の
使
用
料
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
た

方(
3
)
大
工
・
左
官
・
と
び
職
な
ど
の
方
で

仕
事
先
が
一
定
し
て
い
な
い
力
や
源
泉

徴
収
さ
れ
て
い
な
い
方

(
4
)
土
地
、
建
物
、
ゴ
ル
フ
会
貝
権
、
株

式
、
貴
金
属
、
書
画
、
骨
董
品
な
ど
の

資
産
を
充
却
さ
れ
た
方

※
譲
渡
所
得

の
特
例
、
特
別
控
除
等
は
、
確
定
申
告

を
し
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

確
定
申
告
書
は

管
轄
の
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
(表
1
)

作
成
済
み
の
申
告
鏘
を
郵
送
で
提
出

す
る
方
で
控
え
の
必
要
な
方
は
、
控
え

も
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
で
記
載
の
う
え
、

所
定
の
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
告
と
納
税
は
3

月
1
5
日
ま
で
に

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
・
・
・
2
月
1
6

日
～
3
月
1
5
日

▽
納
期
限
…
3
月
1
5日

□
申
告
は
自
分
で
I
い
て
早
め
に
提
出

を
確
定
申
告
書
は
、
本
人
が
作
威
し
、

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

税
務
署
で
は
確
定
申
告
す
る
納
税
者

の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
責
任
で
申
告
廚
を

作
成
し
、
提
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
自
書
作
成
に
よ
る
申
告
を
一
層
推
進

し
て
い
ま
す
。

税
務
署
に
確
定
申
告
書
作
成
の
相
談

で
来
署
さ
れ
た
方
は
、
ご
自
身
で
計
算

し
、
申
告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
使
い
慣
れ
た
計

算
機
、
筆
記
用
具
お
よ
び
必
要一
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

表1 管轄区域一覧

お
早
め
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
還
付
申
告

給
与
所
得
者
の
方
は
、
年
末
調
整
を

行
っ
て
い
る
の
で
通
常
は
確
定
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
次
に

該
当
す
る
と
き
は
、
確
定
申
告
を
す
る

と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た
と
き

▽
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

▽
中
途
退
職
し
た
と
き

年
末
調
整
の
済
ん
で
い
る
給
与
所
得

者
が
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
や
医
療
費

控
除
な
ど
を
受
け
る
場
合
に
は
、
記
載

が
簡
単
な
「
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告

用
」の
申
告
胼
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
の
還
付
申
告
は
、

2
月
1
6日
以
前
で

も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
確
定
申
告

が
始
ま
り
ま
す
と

税
務
署
な
ど
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。ま

た
、3
月
に

入
っ
て
か
ら
の
申

告
は
、
選
付
金
を
受
け
取
る
ま
で
か
な

り
期
間
が
か
か
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
医
療
費
控
除
、
中
途
退
職
の
還
付
申

告
の
相
談
と
提
出
は
、
区
役
所
の
課
税

課
で
も
3
月
1
5日
ま
で
受
け
付
け
て
い

ま
す

2
面
へ
つ
づ
く

今 号 の 主 な 内 容

2
・
3
面
▽
税
特
集
(
1
面
の
つ
づ
き
)
/
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
家
族
介
護
者
教
室

4
・
5
面
▽
放
置
自
転
車
/
地
域
振
興
券
の
支
給
/
資
源
回
収
は

週
1
回
に
/
植
物
歴
史
手
帳
/
た
べ
も
の
道
し
る
べ

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/
区
政
モ
ニ
タ
ー

募
集
/
掲
示
板
/
ひ
ろ
ぱ
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

8
面
▽
▽
▽
こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
花
だ
よ
り
/
あ

だ
ち
カ
レ
ン
ダ
ー
2
月

葦
立
ち

資
源
循
環
型
社
会
へ
向
け
て
　

少
し
旧
聞
に
な
り
ま
す
が
、
昨

秋
H
月
2
0日
「
資
源
循
環
型
社
会

へ
向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
や
足
立

区
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
の
方
々
に

お
集
ま
り
を
ね
が
っ
て
、『
区
政
を

語
り
合
う
会
』
を
も
ち
ま
し
た
。

当
日
は
午
後
6
時
3
0分
か
ら
の

会
合
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。地
域
で
の
活
動
報
告
で
は
「
集

団
回
収
の
現
況
」
と
「
雨
水
の
再

利
用
」
に
つ
い
て
、
各
々
実
践
に

も
と
づ
く
報
告
を
お
聴
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
質
疑
の
場
で

も
ゴ
ミ
分
別
の
P
R
の
徹
底
や
、

区
の
支
援
策
の
強
化
、ま
た
、都
区

制
度
改
革
に
つ
い
て
の
こ
と
な
ど

活
発
に
意
見
が
か
わ
さ
れ
、
罸
る

と
こ
ろ
多
い
語
り
命
兄
で
し
た
。

資
源
循
環
型
社
会
を
い
ち
早
く

構
築
し
た
ド
イ
ツ
が
環
境
先
進
国

と
い
わ
れ
る
第
一
の
要
因
は
。
消

費
者
が
環
境
問
題
に
強
い
関
心
を

抱
い
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
消

費
者
が
環
境
保
全
に
対
す
る
企
業

や
行
政
の
取
り
組
み
を
厳
し
い
態

度
で
監
視
し
て
き
た
結
果
、
使
い

終
え
た
製
品
を
再
循
環
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
の
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
の

幅
広
い
関
心
と
協
力
を
得
て
、
資

源
循
環
の
「
環
」を
も
っ
と
大
き
く

広
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
が
一
番
寒
い
時
季
で

す
。
ご
高
齢
の
方
や
抵
抗
力
の
弱

ま
っ
て
い
る
方
な
ど
お
身
体
に
は

充
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

区
長

吉
田
万
三

世帯と人 口( 11 年1 月1 日現在 外国人含む)　 世帯数: 271, 858　人口: 636, 041人( 男: 322, 076人、女: 313, 965人)
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1

面

か

ら

の

つ

づ

き

妻
(
夫
)
の

パ
ー
ト
収
入
と

夫
(
妻
)
の
税
金

□
パ
ー
ト
収
入
の
あ
る
方

通
常
、
パ
ー
ト
収
入
の
場
合
、
年
収

が
1
0
3
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
所
得
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
(
住
民
税
の
場
合
は
川

万
円
以
下
)
。

□
バ
ー
ト
収
入
の
あ
る
方
(
妻
)
を
配

偶
者
と
し
て
い
る
方
(
夫
)
の
控
除

控
除
を
受
け
る
方
の
配
偶
者
控
除
額

・
配
偶
者
特
別
控
除
額
は
、
配
偶
者
の

収
入
金
額
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。
た
だ

し
。
控
除
を
受
け
る
方
の
合
計
所
得
が
1

千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
配
偶
者

の
収
入
に
か
か
わ
ら
ず
、
配
偶
者
特
別

控
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

(表
2
)
。

表2 配偶者控除と配偶者特別控除

※ 住民税とは、控除額が異なります

所
得
税
の

改
正
事
項

(
1
)所得
控
除
額
が
、
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
(
表
3
)
。

(
2
)
青
色
申
告
特
別
控
除
が
最
高
4
5万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

(
3
)減価
償
却
資
産
で
あ
る
建
物
の
耐
用

年
数
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た
(
表
4
)
。

(
4
)その
他
の
改
正
事
項
お
よ
び
詳
細

は
、「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
「
決
算

の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

。

表3 改正のあつた所得控除額

表4 建物の耐 用年 数( 抜粋)

特
別
減
税
を

お
忘
れ
な
く

1
0年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
、

▽
納
税
者
本
人
・
:
3万
8
千
円

▽
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族

・
:
1人
に
つ
き
1
万
9
千
円

の
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
控
除
も
れ

の
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
税
は
振
替
で

所
得
税
や
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
(
個
人
事
業
者
)
は
、
預
金
な
ど
か
ら

の
口
座
振
替
に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

贈
与
税

申
告
と
納
税

1
0年
中
に
、
個
人
か
ら
土
地
・
建
物

・
現
金
・
預
貯
金
・
株
式
な
ど
の
財
産

を
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
方
で
、
贈
与

を
受
け
た
財
産
の
価
格
が
6
0万
円
を
超

え
る
方
は
、
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
が

必
要
で
す
。な
お
、「
配
偶
者
控
除
の
特

例
」
や
「
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
の
特

例
」
を
受
け
る
方
は
、
贈
与
税
の
か
か

ら
な
い
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

□
申
告
期
間

2
月
1
日
～
3
月
1
5
日

□
納
付
期
限

3
月
1
5日

消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税

確
定

申

告

が
必
要

な

方

(
1
)
8年中
(
基
準
期
間
)
の
課
税
売
上

高
が
3
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者

(
2
)
「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」

を
提
出
し
た
事
業
者

□
申
告
書
の
作
成

限
界
控
除
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。申
告
書
に
は
次
の
明
細
書
(
付
表
)

の
添
付
が
必
要
で
す
。

▽
簡
易
課
税
選
択
者
・・・
付
表
5

▽
簡
易
課
税
選
択
者
以
外
(
一
般
)
…

付
表
2

※
付
表
2
・
5
は
申
告
書
に
同
封
さ
れ

て
い
ま
す

□
申
告
・
納
付
期
限

3
月
3
1日

住民税に関す るお 問い 合わせは

区役所課税課a3880- 5111 ㈹

所得税 ・消費税・贈与税に関する

お問い合 わせ は

足立税務署 　3870- 8911
西新井税務署　3840- 1111

所得 税・個 人 事業 税・

住民税の共同説明会
表5 の日程で説明会を 行います。お気軽にお越しく

ださい。なお、税理士会による無料相談も表6 ・7 の
とおり行います。併せてご利用ください。 ※ 車での
来場は、ご 遠慮ください

表5 所得税 一個人事業税・住民税の共同説明会

表6 壅京 税理士 会による無料相談

* いずれも受け付けは午後3 時まで。混雑する場合は、早めに　
受け付けを締め切る場合があります

表7 年 金 受 給 者 対 象 の 無 料 相 談( 東 京 税 理 士 会) 　
-

保
健
福
祉
ガ
イ
ド

痴
ほ
う
性
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
居
者
募
集

共
同
生
活
を
と
お
し
て
痴
ほ
う
の
進

行
を
穏
や
か
に
し
、
問
題
行
動
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で

す
。

入
居
予
定
=
3
月
中
旬

場
所

―
西
新
#
5
1
4
2
-
1
0
対
象
=
(
1
)中

程
度
の
痴
ほ
う
を
有
す
る
6
5歳
以
上
の

区
民
(
2
)お
お
む
ね
身
辺
の
自
立
が
で

き
、
共
同
生
活
を
送
る
こ
と
に
支
障
が

無
い
方

募
集
人
数
1
6
人

費
用
=

月
額
約
1
2万
円

※
こ
の
ほ
か
に
入
居

一
時
金
5
万
円

申
込
期
間
9
1
月
2
5

日
～
2
月
5
日

申
込
用
紙
の
配
布
=

各
福
祉
事
務
所
(
表
8
)
ま
た
は
施
設

運
営
係

申
・
問
先
=
施
設
運
営
係

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
を

振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
1
0
年

H
月
分
～
1
1
年
1
月
分
を
、
届
け
出
さ

れ
た
預
金
口
座
に
2
月
1
0日
ご
ろ
振
り

込
み
ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
在
宅
福

祉
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
8
)

表8 福祉事務所一覧

実
態
調
査
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

4
0
歳
～
6
4
歳
の
一
般
調
査

こ
の
調
査
は
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」

・
「
地
域
保
健
福
祉
計
画

」
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
区
民
の
方
々
の
健
康

状
況
や
保
健
・
福
祉
事
業
へ
の
意
向
を

把
握
す
る
も
の
で
す
。
4
0
歳
～
6
4
歳
の

区
民
の
方
の
中
か
ら
約
2
千
5
0
0人を
無

作
為
に
抽
出
し
、「
一
般
調
査
票
」
を
送

付
し
ま
し
た
。調
査
結
果
は
、区
民
の
方

に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
書
の
中
に
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

に
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
で
、2
月
1

日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
Q
介
護

傴
険
課介

護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
に

合
格
し
た
方
へ

1
0月
か
ら
始
ま
る
準
備
要
介
護
認
定

ま
で
9
ヵ
月
。
足
立
区
に
お
け
る
介
護

保
険
制
度
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
く
皆
さ
ん
を
対
象
に
連
絡
会
を
行

い
ま
す
。

日
時
=
2

月
4
日
巾
、

午
前
1
0時
～
正
午

場
所
―
区
役
所
1
3

階
会
議
室

内
容
―
最
新
の
国
・
都
・

区
の
情
報
、1
0年
度
の
要
介
護
認
定
モ

デ
ル
事
業
の
報
告
等

申
込
=
電
話

申
・
問
先
―
介
護
保
険
課

障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、都
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談
員
が
、

障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

日
程
=
表
9

場
所
=

竹
の
筱
障
害
福
祉
館

問
先
=
障
害

福
祉
担
当

表92 月の障害別福祉相 談日 程

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

給
与
支
払
者
の
方
は
、
給
与
支
払
報

告
書
を
、給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

方
が
1
月
1
日
現
在
居
住
し
て
い
る
市

区
町
村
長
あ
て
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
済
み
で
な

い
方
は
、お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

期
限
=
2
月
1
日

問
先
9
区
・
特
別

徴
収
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

1
0年
度
第
4
期
分

納
税
は
2
月
1
日
ま
で
に

1
0年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
4

期
分
の
納
期
限
は
2
月
1
日
で
す
。
お

早
め
に
お
近
く
の
銀
行
・
郵
便
局
な
ど

の
金
融
機
関
ま
た
は
区
役
所
、
区
民
事

務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
区
・
納
税
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

保
健
福
祉
ガ
イ
ド
で
間
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

凡例
申
込…
申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

濔
・゙パ
申
・
'澗
先
=
瀘
所
・
申
し
込
希
声
・
問
い
合
あ
せ
先
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健康カ
レン
ダー
2
月
の
予
定

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

8
0歳
で
2
0本
の
歯
を
保
と
う

期
間
1
3
月
3
1
日
ま
で
場
所
=
区
内

実
施
歯
科
医
院
対
象
=
4
0
歳
～
6
0
歳

ま
で
の
区
民
※
現
在
歯
ぐ
き
が
腫
れ

て
い
る
な
ど
の
急
性
症
状
の
あ
る
方
は

除
く
内
容
=
歯
周
訶
等
の
検
査
(
歯

ぐ
き
や
歯
石
の
チ
ェ
ッ
ク
)
定
員
1

瞋
人
(
先
着
順
)
s
用
a
無
料
申

込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
・
生
年
月
日
・
年
齢

・
性
別
・
電
話
番
号
・
「
歯
周
訶
健
診

希
望
」
と
明
記

※
後
日
、
受
診
票
と

案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
保
健
予
防

係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-

―ぜ

ん

息

講

演

会

～
先
手
必
勝
・
発
作
を
防
ぐ
!
～

日
時
=
2
月
1
9
日
幽
▽
午
後
の
部
・
=

午
後
2
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分
▽
夜
間

の
部
=
・
午
後
7
時
～
9
時
場
所
I
エ

ル

ーソ
フ
ィ
ア

対
象
1
ぜ
ん
息
を
治

東
中
の
方
と
家
族

内
容
=
普
段
使
用

し
て
い
る
吸
入
薬
の
効
果
的
な
使
用
法

や
注
意
点
、
最
新
の
治
療
法
な
ど

※

午
後
・
夜
間
と
も
内
容
は
同
じ
で
す

講
師
=
田
中
一
正
氏
(
昭
和
大
学
附
属

豊
洲
病
院
医
師
)

費
用
=
無
料

定

員
=
7
0人
(
先
着
順
)

申
込
―
電
話

申
・
問
先
a
公
書
補
償
係

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
1
▽
検
査
…
2
月
2
4
日
團
、
午
前

9
時
～
1
0
時
▽
結
果
に
よ
る
指
導
・

予
防
学
習
…
3
月
1
0日
廁
、
午
前
1
0時

～
1
1一時

対
象
=
1
8歳
1
3
9歳
ま
で
の

女
性

内
容
=
骨
密
度
・
体
脂
肪
・
血

圧
測
定
、
尿
・
血
液
検
査
(
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)
等

定

員
=
4
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
2

月
1
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
成
人
保
健
係

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の
塚
2
1
D
一
1
8

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
2
(

直
通
)

肥
満
は
い
や
よ
大
作
戦
!
!
　

調
理
体
験
教
室

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
、

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を

考
え
る
教
室
で
す
。
日
時
1
2
月
5

日
吻
、
午
後
2
時
～
4
時
場
所
=
青

年
セ
ン
タ
ー

内
容
―
肥
満
予
防
に
役

立
つ
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
料
理
実
習

と
試
食

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費

用
=
5
0
0円(
材
料
費
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

心
の
ほ
っ
と
ス
テ
ー
ジ

「地
域
で
障
害
を
も
っ
た
人
と

共
に
生
き
る
た
め
に
～
今
こ
そ

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
～
」

日
時
=
2
月
5
日
t
、
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
場
所
り
青
年
セ
ン
タ
ー

内
容
l
講
演
「日
常
生
活
と
こ
こ
ろ
の

病
気
」(
代
々
木
病
院
精
神
科
医
師
・
中

沢
正
夫
氏
)
/
交
流
会
定
員
λ
`
人
　

(先
着
順
)

費
用
1
無
料

申
込
―

電
話

申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

昔
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

千
住
保
健
所
の
催
し

□
講
演
会
「
痴
ほ
う
性
高
齢
者
へ
の
接

し
方
」

日
時
1
1
月
2
7日
廁
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

対
象
―
介
護
を
し
て
い

る
家
族
等

講
師
=
田
中
ま
さ
子
氏

(痴
ほ
う
相
談
員
・
泗
け
老
人
を
か
か

え
る
家
族
の
会
神
奈
川
県
支
部
副
代

表
)

定
員
-
5
0人
(
先
着
順
)

□
ア
ル
コ
ー
ル
講
演
会

自
分
自
身
や
家
族
の
お
酒
の
問
題
で

お
悩
み
の
方
、
専
門
家
の
話
を
聞
き
、

正
し
い
対
応
方
法
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
程
―
▽
2
月
4
日
甼
・
依
存
と

ア
ル
コ
ー
ル
の
関
係
(
都
立
松
沢
訶
院

精
神
科
医
師
・
高
橋
和
巳
氏
)
▽
9

日
㈹
・
:
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
め
ぐ
る
冢

族
の
い
や
し
(
セ
ル
フ
サ
ポ
ー
ト
研
究

所
代
表
・
加
藤
力
氏
)
。い
ず
れ
も
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
定
員
ふ
宍
人
　

(先
着
順
)

□
成
人
健
康
教
室

健
診
結
果
を
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。な
お
受
講
時

は
成
人
健
診
結
果
票
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。日
時
=
2
月
1
7
日
出
、3
月
3

日
出
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象
=
成
人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機

関
実
施
)
を
受
け
た
方

内
容
a
糖
尿

訶
予
防
教
室

定
員
=
各
4
0人
(
先
着

順
)

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

一
般
の
方
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す

I
い
ず
れ
も
I

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
1
千
住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

中
央
本
町

保
健
相
談
所
の
催
し

□
精
神
保
健
講
演
会
(
2

日
制
)

「
心
の
ト
ラ
ブ
ル

」
に
ひ
と
り
で
悩

ん
で
い
る
あ
な
た
1
・

今
の
不
安
を
の

り
き
る
た
め
に
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か

。

日
程
=

▽
2
月
9

日
叫
…
現

代
社
会
に
多
い

「
ス
ト
レ
ス

」

▽
1
6

日
㈹
・
:増
え
て
き
た
「
心
の
病
気
」
、
い

ず
れ
も
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分
対
象

―
区
内
在
住
の
方
講
師
=
梅
野
充
氏
　

(
都
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
精
神

科
医
師
)
定
員
よ
`
人
(
先
着
順
)

S
用
―
無
料

□
」ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
=
2
月
4
日
向
、
午
後
1
時
3
0
分～

3
時
3
0分

対
象
I
ア
レ
ル
ギ
ー
が

心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

内
容
=
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ぜ
お
き
る
の
、ア
ト
ピ
ー
つ

て
?
/
住
ま
い
と
環
境

講
師
=
小
田

暘
安
平
氏
(
都
立
広
尾
病
院
小
児
科
医

師
)
ほ
か

定
員
羔
J
人
(
先
着
順
)

費
用
1
無
料

□
「
更
年
期
を
い
き
い
き
と
」

日
時
1
2
月
1
7
日
伽
、
午
後
2
時～
3

時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
の

方

内
容
―
更
年
期
障
害
を
理
解
し
、

快
適
な
暮
ら
し
を
送
る
方
法

講
師
=

清
水
敬
子
氏
(
日
本
家
族
計
画
協
会
思

春
期
保
健
相
談
員
)

定
員
-
4
0人
(
先

着
順
)

費
用
=
無
料

□
お
酒
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
(
2

日
制
)

日
時―
▽
2
月
1
8
日
Ⅲ
、
午
後
1
時
3
0

分～
3
時
(
採
血
は
午
後
1
時
3
0
分～

2
時
)
▽
2
5
日
向
、
午
後
2
時～
3

時

内
容
=
血
液
検
査
と
講
義
/
検
査

結
果
の
説
明

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
1
千
3
6
0円(
血
液
検
査
料
金
)
　
　

I
い
ず
れ
も
1

申
込
1
電
話

場
・
申
・
問
先
―
中
央

本
町
保
健
相
談
所

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

um 廷TI
がん検診と成人健康診査(無料)
過去1 年以内に、区および動務先等で同種の検診を受けた方は除き
ます。 申込= ハガキに郵便番号、住所、氏名(フリガナ)、生年月日、
年齢、性別、電話番号、希望検診名を明記し、それぞれの申し込み先
へ。後日、受診票と案内をお送りします ※ 消化器がん検診は検診日、
受診場所も第3 希望まで明記

ガ加カ衵痾畆ヨ応Q靤頤哨1四 涎⊇廂序卵町石涵5⊇i f f i i i
□ 女性がん検診 対象=30 歳以上の女性区民 内容= 乳がん検診
と子宮がん検診
□ 成人健康診査 対象よ40歳以上64歳( 昭和8 年4 月1 日以降生ま
れ)までの区民 内容= 血液、尿、必要に応じて心電図の検査等で、
心臓、肝臓、じん臓の病気や糖尿病、高血圧、高脂血痙等について
調べます

ー いずれも
日時等= 受診票を受けとってから1 ヵ月以内に区内実施医療機関
で受診 申先= 保健予防係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

啝 化器がM 灸診_J 馬瓧足立保健所診療放刷篳澑385り156( 直通) ,
日程等= 下表 対象=35 歳以上の区民 ※胃を切除した方、胃の病
気で治療中の方、妊娠していると思われる方は受診できません 内
容=X 線撮影による胃がん検診と検便による大腸がん検診 期
限= 受診希望月の前月15日消印有効。受診票送付は前月末日( 3 月
を受診希望の場合2 月15日消印有効、送付は2 月末日) 申先= 足
立保健所診療放射線 〒121- 0822 西竹の塚2- 12- 8

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター

2月 の家族介護者教室のご案内
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自転車を迷惑なものにしないで!
～あなたは自転車をどこに止めますか! ～
皆さんが手軽に利用している自転車は、僮廖づくりにも役立つ輿鏡にも優しい便利な乗

り物です。

しかしー力では、「ちょっとの岡だけ」、「私ひとりぐらいなら」と駅周辺に 放置された自

転車が1 台、また1 台・・・。このようなマナーを守らない乗り方・置き力がまちの迷惑にな

っています。

放置自臨車をなくすために、区では様々な対策を行っていますが、それで一挙に解決と

はいきません、区民の皆さん一人ひとりのマナーを守る心がけが必要です、

放
置
自
転
車
で
迷
惑
し
て
い
ま
す

皆
さ
ん
、
駅
周
辺
の
道
路
な
ど
公
共

の
遍
所
に
置
き
去
り

に
さ
れ
た
自
転
申

の
迷
5
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。

遭
路
に
放
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
路
線
バ
ス
や
救
急
車
・
消
防
車
の

通
行
を
妨
げ
専

歹
。

ま
た
歩
道
奎

衣
が
物
頤
で
占
領
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
、
歩
行
者
、
特
に
障

名
者
や

高
齢
者
か
安
全
に
通
行
が
で
き

ま
せ
ん

。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
夲
蘋
り
に
歩

く
目
の
不

自
由
な
方
や
、
車
い

す
で
移

動
す
る

方
に
と
つ
7
ほ

亊
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。

そ
し
て
地

震
笑

災
な
ど
災
害
の
と

き
に
は
、
避
難
や
救
助
活
励
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。

公
共
の
婦
に
障
害
初
を
置
き
丑
り
に

し
て

は
な
う

な
い
こ

と
は
だ
れ
で
も
知

っ
て

い
ま
す
。
自
転
車
も
薦
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

人
が
乗
っ
て
い
る
と
き
は
便
利
な
乗

り
物
で

す
が
、
止
め
て
利
用

者
が
離
れ

て
し
ま
え
ば
、
迷
惑
な
障
害

物
に
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

撤
去
・
保
管
に
は

多
く
の
経
費
が
か
か
り
ま
す

区
で
は
、
駅
両
辺
で
の
放
置
自
転
申

を
防
ぐ
た
め

、
条
例
で
駅
か
6
お
お
む

ね
則
m
以
内

を
「
取
置
禁
止
区
域
」
と

指
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
区
域
内
に
及

置
さ
れ
た
自
転
車
は
撤
去
し
て

移
送
所

に
運
び
ま
す
。
返
還
時
に
は
撤
去
料
と

し
て
2

千
円
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま

す
。
9

年
度
の
撤
去
料
の
合

豺
は
約
4

千
崩
万
円
で
し
た
が
、
放
置
自
転
卑
撤

去
に
は
そ
の
倍
以
上
の
1

億
1

千
万
円

が
か
か
り
ま
し
た
。
こ
の
経
費
は
皆
さ

ん
の

協
力
か
あ
れ
ば
便
わ
ず
に
す
む
お

金
で

す
。

自
転
車
駐
車
場
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

駅
周
辺
に
は
、
X

営
の
自

転
車
駐
皿

堤
が
有
料
・
無
料
合
わ
せ
て
3
4
力
所
あ

り
ま

す
。
通
勤
・
通
学
な
ど
自
丘
車
を

魯
日

利
用
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
自
丘
車
畦

車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

区

営
の
無
料
自
転
申
畦
車
場
は
、
手

続
き
な
ど
の
必
要
は

な
く
、
自
由
に
利

用
で

き
ま
す
。

区

営
の
有
科
駐
車
場
は
亊
前
に
申
し

込
む
必
要
が
あ
る
「
定
朋
利

に
な

っ
て
い
ま
す
が
、二

時
利
明

」
か
で
き

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

□
区
営
有
料
自
転
車
駐
竃
珊

受
付
時
間
=

月
曜
日
1

土
曜
日

、
午
的
6

時
3
0
分
I

午
後
7
時
部
分
(

年
末
年

始
、
日
曜
・
祝
日
膏
除
く
)

対
象
丿

駅
か
ら
泡
m

以
上
離
れ
た
と
こ
ろ
に
住

所
・
勤
務
地
が
あ
る
方

料
金
(
1

ヵ

月
)

―
▽
一
般
・
・・
2
千
円

▽
学
生
・

障
害
者
・・・
千
円

申
込
=

住
所
・

学
校

名
・
助
務
先
を
嗄
認
で
き
る
も
の
(

保

険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
)

を
持
参

申
先
l

直
接
利
用
希
望
の
自
転
申
駐
車

場
へ

※
定
朋
利
用
は
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
と

な
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
一
時
利

用
は
満
申
で

利
用
で
声
な

い
場
合
が
あ

り
ま

す
。

盗
難
に
注
意

必
ず
防
犯
登
録
を

最
近
隘
曜
自
丘
串
の
放
置
か
H
'
K
1て

い
ま

す
。
盗
ま
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

警
察
に
盗
曜
届
け

を
出
し
て
く

だ
さ

し
な
お
撤
去
日
以
前
に

、
盗
曜
届
け
を

出
し
て
い
る
場
台
は
、
撤
去
科
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

自
転
車
は
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

カ
ギ
を
つ
け
、
必
ず
防
犯
登
録
を
し
ま

し
ょ

う
。

※
防
犯
登
録
は
自
転
車
販

売
盾
で
で
き
ま
す

区営自転車駐車場一覧

注1 ★の駐車場は一同利用もできま4
注2 事の駐l 場は凧料で・
注3 の駐車場の問い合わせは、北千佳t 駐車場へ

放置自転車移送所一覧

蟇弓|さ珸り眄冐=月矇日～主曜日( 年末年始、蔵日を除く)
午前9畤～午後6眄

放
置
自
転
車
を
な
く
す
た
め
に

置

き
場
所
を
考
え
ず
に

、
気
ま
ま
に

自
転
車
を
利
用
す
る
限
り

、
放
置
自
転

車
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て
マ

ナ
ー
を
守
り
、
放
置
自
転
車
の
な
い
住

み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

自
転
車
利
用
者
の
方
へ

▼
駅
に
近
い
方
は
、
で
き
る
だ
け
歩
き
ま
し
ょ
う

▼
通
動
・
通
学
で
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、
自
転
車

駐
車
施
般
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

一

▼
自
転
車
置
き
場
が
な
い
施
設
を
利
用
す
る
と
き
は
、

そ
の
他
の
交
通
機
関
を
利
用
L

ま
し
ょ
う
・ミ
・
j
卜
・

足立区の自転車対策データ
( 9年度)

自転車対策総費用

放置 自転 車対 策

撤 去 台 数

引 き 取 り 台 数
引 き 取 り 率

3憧9000 万円1

懼1000 万円

4 万53台

2万4( 982 台
624%

自 転 車
利用者

の声に
職 員

が お答 え し ます

Q : 近所のスーパーに買い物に行ったときのこと。少しの閧だけだか
ら歩道に止めていたら、いつの閠にか撤云されてしまった。及置し
たつもりはなかったのに・・・。どんなものが畝置自 転中なの?

A : 放置自転車というのは、自転車を道路・歩潼など公共の場所に皿
いて離れてしまい、すぐに移助できない自転車のこと。通助・通学
で利用している人が。長い時間置いている自転友だけではありませ

ん。日ごろから自転車は駐車施設に止めるように心がけてください
Q : 私の自転車。撤云されてしまったので、わざわざ移送所に引き取

りに行きました。そうしたら撒丑科を支払わなければ返してくれな
いって言うじゃないですか。なんで引き取りに行ってまでお金を払
わなければならないのか。

A : 放皿自転車の撤去・保管にはとても費用がかかります。引き取る
ときに支払う2, 0〔X〕円の徹去料は、撤去・保管などにかかる費用とし
て引き取り者自身に負担していただいています。
しかし実際にはこれだけでは足りず、経費の半 分以上は区民の

皆さんが納めている税金で賄われています。

Q : 自転車駐車場を利用してうて皀うけれど、くわしい方法を教えて

ください。

A : 区内の駅周辺には、区営34ヵ所、民営55ヵ所の自転車駐車場があ
りますO
区営で有斜のところは、申し込み制になっていて。駅から800m 以

上贈れたところに畦居がある力、または、通勤・通李先がある方が
定期利用できます。攤接利用希望のところに住所・学校名・勤易先
が碯認できるものを持参して申し込みをしてください。
また一同利用できるとごろもあります。

自
転
車
駐
車
場
の
附
置
義
務
が

あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か

区
で
は
、
昭
和
5
8
年
3
月
に
「
東

京
郡
足
立
区
自
転
犀
の
駐
車
秩
序
お

よ
び
自
転
輿
駐
犀
場
の
整
臠
に
関
す

る
条
例
」
を
制
足
し
ま
し
た
。

そ
の
条
例
は
、
用

途
地
薮
が
商
某

地
域
・
近
隣
商
業
地
域
で
一
定
の

規

蟆
を
超
え
る
百
貨
召
・
ス
ー
パ
ー
。

遊
技
塲
(

パ
チ
ン
コ
呎
・
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
)
、金
融
機
関
(
銀
行
・

信
用
金
寤
)
を
新
・
増
設
す
る
場
合

は

、
そ
の
施
設
の
利
用
者
の
た
め
に

決
め
ら
れ
た
規

僕
の
自
転
車
駐
車
場

の
設
置
を
義
務
づ
け
て

い
ま
す

。
違

反
し
た
場
合

、
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま

す

。

引
き
取
り
手
の
な
い

自
転
車
は
ど
こ
へ
?

撤
去
さ
れ
た
自
七
串
で

、
持
ち

主
に
引
き
収
ら
れ
る
の
は
約
6

割

秤
慶

。
残
り
の
う
ち

、
使
え
る
も

の

は
リ
サ
イ
ク
ル

自
転

車
と
し

て

、
区
民
の
方
に
安
価
で
提
供
し

た
り

、
自
転
車
を
必
要
と
す
る
発

展

途
上
S

へ
勉
る
な

ど
役
立
て
て

い
ま
す

。

放置自転車など自転車対策
に関するお問い合わせは
自転車係

3880- 5Ⅲ( 代)
豪放置自転車、自転車駐車鳩な
ど自転車対策についての皆さん
のこ'意見をお番せください

足
立
区
地
域
振
興
券
が

支
給
さ
れ
ま
す

支
給
対
象
の
方
は
…

支
給
さ
れ
る
対
象
は
平
成
n

年
1
月
1

日
(

以
下
「
基
晧
日
」
)
に

、
次
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
方

▼
「
基
準
日
」
に
満
1
5
歳
以
下
の
方
(
昭

和
s
年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
)
い
る
世
帝
の
世
帯
主
(
外
画
人
豊

録
法
第
4

条
第
1
項
に
規
定
す
る
永
住

者
ま
た
は
特
別
永
僅
者
を
含
む
)

▼
邸
筬
以
上
(
昭
和
9

年
1
月
1

日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
)
で
次
の

力

(
1
)老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
(
2
)
平
成
1
0

年
度
分
の
住
民
税
の
所
得
割
が
非
課

税
(

注
1
)

の
万
で

、
在
宅
で

基
皿
に

該
当
す
る
6
ヵ

月
以
上
ね
た
き
り
、
ま

た
は

蔔
ほ
う
の
方
(
3
)
平
成
1
0
年
度
分

の
住
民
税
が
非
課
税
(

庄
―
)
の

方
(
4
)

餮
霞
受
託
者
に
委
託
さ
れ
て
い

る
方

▼
平
成
H

年
1
月
分
の
、
次
の
い

ず
れ

か
の
年
金
ま
た
は
手
当
を
受
船
す
る
こ

と
が
で
き
る

方

(
1
)障
害
基
礎
年
金
等
(
2
)
障
害
年
金
(
3
)

遺
族
基
礎
年
金
等
(
4
)
母
子
年
金
、

凖
a
子
年
金
ま
た
は
遺
児
年
金
(
5
)
児

童
扶
黄
手
当
(
6
)
障
害
児
福
祉
手
当
ま

た
は
特
別
障
害
者
手
当
(
7
)
特
別
児
童

扶
黄
手
当
(
8
)
原
爆
被
傷
者
諸
手
当

冢
た
だ
し
(
1
)、
(
3
)の
一
部
お
よ
び
(
2
)、
(
4
)

の
方
は
平

成
1
0
H
U
Dの

住
民
税
が
非

課
税
(

注
圭

の
刀

▼
次
の
い
す
れ
か
に
該
当

す
る
方

(
1
)
児
童
福
祉
法
に
棊
づ
き
、
里
観
に
委

託
さ
れ
て
い
る
方
s
生
活
保
護
法
に

規
足
す
る
被
保
贋
者

ぷ
社
会
福
祉
柘

・殿
へ
措
置
入
所
さ
れ
て
い
る
方
T

ら

い
予
防
法
の
廃
止
に
関
す
る
法
律
に
慝

つ
き
、
援
護
を
受
け
て
い
る
方

(
庄
1
)

被
扶
養
老
の
賜
ら
Eは
、
そ
の

扶
養
者
も
非
課
税
で
あ
る
こ
と

「
基
準
日

」
現
在
足
立
区
内
に
お

住
ま
い
で

、
粱
或
1
0
年
度
に
限
吟

福
祉
特
別
給
付
金
を
交
付
さ
れ
た

方
は
吋
象
に
な
り
ま
す

使

用
期
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

地
峨
振
興
券
は
、
便
用

期
間
内
に
使

用
し
て

く
だ
さ
い
、
こ
の
期
間
を
過
ぎ

た
場
合
、
僅
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

2
月
中
旬
こ
ろ
発
吁
予
定
の
あ
だ
ち
広

報
「
地
域

伍
興
雰
特
集
号

」
で
使
用
期

間
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
の
あ
る
店
舗
で

使
用
で
き
ま
す

地
域
康
興
券
取
扱
盾
に
は
ス
テ

ッ
カ

ー
か
は
う
て
あ
り
ま
す
、
便
用
す
る
と

き
は
目
印
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
地

域
振
興
券
取
扱
店
(

特
定
事
業
者
)

を

募
集
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

交
付
の
方
法
が

分
か
れ
て
い
ま
す

□

地
域
振
興
雰
を
郵
送
し
ま
す

「
基
準
冂
一

に
蹣
1
5歳
以
ド
の
方
が

い
る
r

帯
の
世
帯
上
、
鵬
時
福
祉
持
別

納
付
金
受
‘
'者
。
生
活
傑
護
母
紿
者
の

乃
に
は
地
域
振
興

芬
を
寄
留
で

郵
送
交

付
し
ま
す
。

□

申
請
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す

前
記
以
外
の
対

象
者
の
ガ
に
は

、
交

付

申
請
の
案
内
状
を
郵
送
し
ま

す
。
摺

定
日
時
に
播
定
の
区
民
事
務
所
で
申
請

し

、
衣
肖
す
る
方
に
企
付
し
ま

す
。
月

科
・
場
所
に
つ
い
て
は
案
内
状
に
記
載

し
ま
す
。

足
立
区
地
域
板
興
券
に
関
す
る
お

問
い
肖
わ
せ
は

地
域
振
興
券
相
談
コ
ー
ナ
ー

き
(
3
8
8
0
)
5
2
3
4
(

直
通
)

午
前
9

蒔
～
午
後
5

時

あ
だ
ち
植
物
歴
史
手
帳

梅

区
内
に
は
梅
田
や
梅
島

と
い
う
「
梅
」
の
名
前
が

付
く
地
名
が
あ
り
ま
す
。

こ

れ
ら
の
地
名
の
由
緒
を
た
ど
る
と

。

赤
不
動
と
し
て
知
ら
れ
る

梅
田
の
明
王

院
の

由
粫
に
た
ど
り
着
き
ま
す

。

寛
政
6

年
(
1
7
9
4
)

に

、
江
戸

幕
府
が
古
河
辰
(

古
松
軒
)

に
命
じ
て

綱
さ
ん
し
た

「
四
神
地
名
録
」
に

、
痂

に
ま
つ
わ
る
地
名
由
采
が
記
録
さ
れ
て

い
ま

す「

そ
れ
に
よ
る
と
原
頼
朝
の
杖

父

、
志
田
義
広
か
明
王

院
を
間
い
た
の

ち

、
子
孫
の
義
鈍
が
こ
の
地
に
S

を
賢

え

、「
取
多
の
梅
林
を
な
し
」
自
ら
も
畦

を
梅
田
と
あ
ら
た
め
た
と

紀
さ
れ
て
い

ま
す

。
こ
の
餓
純
の
屋
取
は

、
又
政
1
2

年
(
1
8
2
9
)

の

「
江
戸
名
所
図
会
一

に
明
王
統
の
門
前
に
あ
っ
た
と
紀
さ
れ

て
い
ま
す
が

、
屍
在
は
市
街
地
と
な
り

詳
細
は
不
明
で
す

。
こ
の
梅
に
ま
つ

わ

る

ス
ト

ー
リ
ー
は
伝
説
の
域
を
出
ま
せ

ん
が

、
江
戸
時
代
に
は

多
く
の
人
々
に

観
し
ま
れ
て
い
ま
し
た

。

さ
て

、
そ
の
攪

「
梅
田

」
の
名
は
村

の

名
前
と
な
り
明
冶
2
2
年
T
8
8
9
)

に
は
市
制
町
村
制
が
菷
行
さ
れ
て

、
梅

田
村
と
魯
根
村
・
粟
原
村
・
小
右
術
門

新
田
か
合
併
し
た
村
が
で
き

、
梅
島
村

と
命
名
さ
れ
ま
し
た

。
さ
ら
に
時
代
を

経
て
現
在
の

住
居
表
示

名
の
梅
田
や
嘔

鳥
に
こ
の

梅
の
字
を
冠
す
る
地
名
が
引

き
継
が
れ
ま
し
た

。

と
こ
ろ
で
明
王
院
に
は
別
に
梅
林
寺

と
い
う
号
が
あ
り
ま
す

。
源
氏
の
伝
承

を
持
つ
こ
の

寺
院
の
こ

と
は

、
足
立
で

鷹

狩
を
行

っ
た
徳
川
家
光
の
耳

に
達

し

、
将
軍
家
の
御
膳
所
と
な
り
朱
印
拙

の
特
権
を
蹇
辱
し
ま
し
た

。

啀
田
や

梅
魯
の
地
名
は

、
こ
う
し
た

晦
に
ま
つ

わ
る
伝
説
や
歴
史
を

、
現
代

の
私
た
ち

に
伝
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
ま
す

。A

榔
土
博
吻
餾
V

梅田の明王眺

2
月
1
日
か
ら
区
内
全
域
で

週
1
回
の
資
源
回
収
が
始
ま
り
ま
す

□
資
源
回

収
に
ご
協
力
を

資
哽

」み
(

古
紙
・
び
ん
・
缶
)
の

収
集
が
月
2

回
か
ら
週
―
回
に
な
り

、

可
燃
ご
み
収
集
が
週
3
回
か
ら
2

回
に

変
わ
り
ま
す

。
な
お

、
不
燃
ご
み
収
集

の

週
1
回
は

、
変
わ
り
ま
せ
ん

。

※

く
わ
し
く
は

、
全
戸
に
配
付
し
た
り
I

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い

□
事
業
系
資
源
ご
み
の
取
り
扱
い

▽
事
業
系
賢
源
ご
み
を
処
理
す
る
た
め

の

一
番
の
方
法
は

、
地
峨
の
賢
源
同
収

業
者
と
契
杓
し

、
定
期
的
に
引
き
取
っ

て

も
ら
い

、
自
主
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
で
す

。

▽
民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
が
整
わ

な
い
場
合
、
郡
が
ご
み
処
理
手
数
料
と

同
額
で
回
収
し
ま

す
。
有
料
シ
ー
ル
を

は

っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

□
環
碗
に
配
康
し
た『
'
イ
フ
ス
タ
イ
ル

賢
原
回
収
事
業
の
全
区
腰
聞
は
、
ご

み
を
減
量
し
、
地

球
に
か
か
る
負
荷
を

い
か
に
戚
ら
す
か
と
い
う
、
一
つ
の
方

法
で
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
s
力
に
よ
り
、
こ
の
事
業
が
活
か
さ

れ
ま
す
。
麌
境
に
配
慮
す
る
「
新
し
い

ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
」
を
お
爾
い
し
ま
す
。

問
先
a
足

立
東
清
掃
事
務
所
(

千
庄
旭

区
お
よ

び
国
道
4

号
線
東
側
)

酋
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
膺
網
事
務
所

♀

庄
地
区
を
賢

く
国
選
4
号
蹄
西
側
)

s
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

● 業系資源ごみの出し方・料金設定

区
内
で
事
業
所
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
へ

国
の
緊

急
囑
明
対
策
の
一

環
と
し

て
、
シ
ル

バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
就
業

機

会
開
拓
専
門
貝
が
配

庸
さ
れ
ま
し

た

。高
齢
者
の

就
業
機
会
拡
大
の
た
め

。

こ
の
専
門
爾
が
区
内
の
奉
萼
所
等
を
訪

問
し

、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
引

き
受
け
ら
れ
る
仕
S

を
お
伺
い
し
て
い

ま
す
。
引

き
受
け
ら
れ
る
仕
事
は
多
機

多
穣
で

す
。専
門
與
が
訪
問
の
際
に
は

、

ぜ
ひ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し

ま
す
。

問
先
d

叨
足
き
区
シ
ル

バ
ー

人
材
セ
ン

タ
ー

き
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

たべもの
道
し
る
べ

【
血
圧
の
高
い
方
へ
】

味
付
け
の
洟
い
科
理
は

、
ひ
と
囗
食

べ
た
だ
け
で

「
お
い
し
い
」
と
感
じ
ま

す
ね

。
味
付
け
の
中
心
は

、
塩

。
塩
は

、

案
材
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
し
た
り

、

保
存
を
よ

く
す
る
働
き
を
し
ま

す
。
休

に
と
っ
て

も
大
切
で

、
体
液
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
の
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す

。

で
も

、
塩
を
と
り
す
ぎ
る
と

、
体
に
悪

い
影
饗
を
も
た
ら
し
ま
す

。
血
圧
と
の

関
係
で

す

。
食
塩
は

、
塩
素
と
ナ
ト
リ

ウ
ム
か
ら
で
き
て
い
ま
す

。
血
圧
を
上

げ
る
(原
因
は

、
ナ
ト
リ

ウ
ム
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す

。

ナ
ト
リ
ウ
ム
は

、
食
塩
の

巾
だ
け
で

な
く

、
肉
や
魚
な
ど
の

食
材
に

も
含
ま

れ
て
い
ま
す

。1

日
3

食
分
の

味
付
け

前
の
良
材
に
は

、
約
1
g

の
ナ
ト
リ
ウ

ム
か
含
ま
れ
て
い
ま
す

、
こ
れ
は

、
食

臨
に
換
算
す
る

と

、
約
ワ
フ
3
g

あ

り

、
体
か
必
要
と
す
る
世
に
相
当
し
ま

す

。食
品
の
包
み
に
は

、
臨
分
を
ナ
ト
リ

ウ
ム
蒙
と
し
て

、
霖
示
し
て
い
ま
す

。

ナ
ト
リ

ウ
ム
瓱

四
で

、
幻
1
g

の

塩
で
す

。
塩
分
は

、1
日
1
0
g
以
下

が

目

棟
で
す

。
栄
養
成
分
表
示
に
目
を
向

け

、
埴
分
の
多
い
加
工
食
品
や

、
調
味

料
の

と
り
す
ぎ
に

気
を
つ

け
ま
し
ょ

う

。
A
保
健
所
・
保
健
相
談
所
管
理
栄
費
士
y

ネズミにご用心

～ネズミのいやがる環境とは～

ネ

ズ
ミ

は
飢
)
凡
と

寒
さ
に
弱
い
た

め

、
冬
場
は
特
に
家
に
入
り
た
が
り
ま

す

。
駆
除
を
始
め
る
前
に

、
ま
す

、
取

を
知
る
こ
と
か
人
切

。
ネ
ズ
ミ
の
習
性

を
よ
く
知
っ
て

、
退
冶
し
ま
し
ょ
う
。

ネ
ズ
ミ
は

、
近
眼
色
盲
で

、
歩
く
と

き
は
ひ
げ
に
よ
っ
て
思

佃
す
る
の
で
室

内
の
壁
際
や
物
陰
を
通
り
ま
す

。
耳
は

初
5
に
敏
思

、
鼻
は

食
品
の
味
を
か
ぎ

分
け

、
歯
は
毎
日

伸
び
る
た
め

、
堅
い

物

、
企
属
な
ど

も
か
じ
り
ま
す

。ま
た

、

夜
行
性
で
一

戚
心
か
強
く
と
て

も
利
口

で
す

。
そ
れ
に

、雑
食

、
大
食
漢
で

、
―

日
に
自
分
の
体
重
の
3

分
の
I

く
ら
い

食
べ

、
約
3
日
間
食
べ
な
い
と
餓
死
す

る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
よ

う
な
ネ
ズ
ミ

を
駆
除
す
る
に

は

、
ま

す

、
ネ
ズ
ミ
か
ら
食
べ
初
と
居

場
所
を
毒
い
取
り

、
生
活
し
づ
ら
い
環

境
を
作
る
こ
と
で
す

。そ
の
た
め
に
は

、(
1
)

食
品
は
必
ず
ふ
た
付
き
容
器
に
入
れ

る
(

特
に

、
食
べ
残
し

や
野
菜
く
ず

、

袋
に
入

れ
っ
ぱ
な
し
の

イ
モ
類

、
仏
一

に
供
え
た
果
物
・
ご
飯
な
ど
は
要
注
恵

で
す
)
(
2
)
桀
を
作
ら
せ
な
い
よ
う
家

笄

、
押
し
入
れ

、
天

袋
な
ど
を
整
理
塵

頓
(
3
)
出
入
穴

、
隙
間

を
兒
つ
け
て

根

気
よ
く
ふ
さ
ぐ
(
1
5
J
の

隙
間
で
も
出

入
り
し
ま
す
)
(
4
)

ふ
ろ
の
排
水
口
な

ど
に
金
刷
を
す
る
(

卜
水
道
か
ら
入
っ

て
く
る
た
め
气
以
上
の

点
を
火
(卜
し
ま

し
ょ
う

。

ネ
ズ
ミ
を
捕
る
力
法
は

、(
1
)蔽
そ
剣

を
ネ

ズ
ミ
の
通
り
道
に
仕
掛
け

、
食
べ

た
ら
続
け
て
置
く

、(
2
)粘
着
式
ト
ラ
ッ

プ
の

真
ん
中
に
え
さ
を
置
き

、
ネ
ズ
ミ

の
出
入
口
の
近
く
に
置
く
等
が
あ
り
ま

す

。
し
か
し

、
出
入
口
が
あ
る
限
り
別

の
ネ
ズ
ミ
に
入
ら
れ
る
の
で

、
必
ず
出

入
口
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
で

す

。

区
は

、1
2
月
か
ら
2

月
ま
で
の
関
を

ネ
ズ
ミ
躯
除
強
化
明
問
と
し
て
町
会
・

自
冶
会
で
講
習
会
を
行

っ
て
い
ま
す

。

ま
た

、
個
別
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま

す
の
で

お
気
曜
に

お
電
話
く

だ
さ

い

。A

保
健
管
理
課
環
戔
技
能
v
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催
し
物
ガ
イ
ド

安
心
は
正
し
い

防
災
知
識
か
ら

防
災
区
民
大
学

地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
防
災
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
区

の
防
災
や
家
庭
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
―
表
1

場
所
=
区
役
所
会
議
室

定
員
-
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
災
害
対
策
課

生
活
の
科
学
教
室

「
手
作
り
納
豆
と

た
ん
ぱ
く
質
」

お
ふ
く
ろ
の
味
、
究
極
の
ヘ
ル
シ
ー

食
品
と
言
わ
れ
る
納
豆
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
日
時
=
2
月
2
4
日
廁
・
2
5
日

床
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
場

所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
対
象
=
区
内

在
住
・
在
動
・
在
学
の
方
内
容
=
　

。
手
前
"
納
豆
を
作
つ
て
み
よ
う
/
た

ん
ぱ
く
質
を
調
べ
よ
う
(
納
豆
の
味
見

も
し
ま
す
)
定
員
=
2
0
人
費
用
=

無
料
申
込
1
`
話
(
先
着
順
)
申

・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

表1 防災区民大学日程
東
部
・
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

絵
画
講
習
会
合
同
作
品
展

障
害
セ
ン
タ
ー
に
通
う
方
々
が
、と

も
に
個
性
を
み
が
き
あ
げ
描
い
た
作
品

の
展
示
会
で
す
。日
時
=
2
月
1
0
日
～

1
5日
、
午
前
1
0時
～
午
後
5
時
(
初

日
は
正
午
か
ら
。
最
終
日
は
午
後
4
時

ま
で
)

場
所
=
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
命
を
考
え
る
」

子
供
の
感
性
を
育
む
た
め
に
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
学
び
、子
育
て
を
豊
か

に
す
る
た
め
命
の
大
切
さ
を
学
び
ま

す
。日
時
=
2
月
1
8
日
・
2
5
日
、木

曜
日
・
午
前
1
0
時
～
正
午
対
象
a
幼

児
の
い
る
母

定
員
=
1
5人
(
先
着
順
)

費
用
a
3
0
0円(
保
育
保
険
料
)

申
込

盖
一一
話

場
・
申
・
問
先
=
青
年
セ
ン

タ
ー

昔
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

ほ
の
ぼ
の
子
育
て

こ
の
指
と
ま
れ

「
人
で
い
る
た
め

は
じ
め
の
一
歩
」

環
境
汚
染
を
学
び
、子
ど
も
の
健
康

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。日
時
=
2
月

5
日
啝
午
前
1
0
時
～
正
午
対
象
=

子
育
て
に
関
わ
る
親
、
ま
た
は
関
心
の

あ
る
方

講
師
=
伊
藤
紀
子
氏
(
都
立

科
学
技
術
大
学
自
然
系
助
教
授
)

定

員
9
5
0人

費
用
=
無
料

申
込
―
当

日
直
接
会
場
へ

※
幼
児
保
育
を
行
い

ま
す
の
で
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

場
・
問
先
=
中
部

児
童
館

登
(
3
8
8
9
)
4
6
6
1

リ
サ
イ
ク
ル

施
設
見
学
会

日
時
=
2
月
1
6
日
㈹
、午
前
8
時
3
0
分
～

午
後
4
時
3
0分

場
所
l
新
江
東
清

掃
工
場

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
千
葉
工
場

ほ
か

定
員
=
7
0人
(
先
着
順
)

費

用
=
千
円
(
昼
食
代
)

申
込
=
(
ガ

キ
に
住
所
、氏
名
、
年
齢
、電
話
番
号
、

「
施
設
見
学
会
希
望
」
を
明
記

申
・

問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館

〒
1
2
0・0
0
-

―
中
央
本
町
2
-
9
1
1

昔
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

足
立
区
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
養
成
講
習
会

「
専
門
科
目
/
卓
球
」

日
程
等
6
2

月
1
4日
剛
・・・
佐
野
セ
ン
タ

ー
、
3

月
7
日
沺
・
:
中
央
本
町
セ
ン
タ

ー

時
間
=

午
前
9

時
1

午
後
6

時

対
象
=

満
2
0
歳
以
上
で
卓
球
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
方
、
お
よ
び
指
導
者
を
目

指
す
方

内
容
=

講
義
、
実
技

、
認
定

テ
ス
ト

講
師
=
足
立
区
卓
球
連
盟

定
員
=
4
0
人
(

抽
選
)

費
用
=
2

千

円

申
込
―
往
復
(

ガ
キ
に

、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
「
専
門
科
目
/

卓
球
」
、
住
所
、
氏
名
(

フ
リ
ガ
ナ
)
、

電
話
番
号
、
年
齢

性
別

、
卓
球
経
験

年
数
、
所
属
団
体
を
明
記

期
限
=
2

月
3

日
必
着

申
・
問
先
=

足
立
区
体

育
協
会

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

あ
だ
ち
女
性
起
業
家

支
援
塾
(
実
践
コ
ー
ス
)

「
知
識
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
事
業
化

し
た
い

」
「
今
の
仕
事
で
独
立
し
た
い
」

「
事
業
経
営
を
見
直
し
た
い
」
そ
ん
な

方
を
応
援
し
ま
す
(

男
性
の
参
加
も

可
)
。
日
時
=
3

月
6

日
出

、7
日
旧
、1
3

日
出

、1
4日
興

午
前
1
0
時
～
午
後
5

時

対
象
1

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
で
入
門
コ
ー
ス
修
了
者

、
起
業

予
定
が
明
確
な
方
、
既
に
事
業
を
し
て

い
る
が
経
営
を
見
直
し
た
い
方

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
。但
し
2
0
人
に
満
た
な
い

場
合
は
中
止
)

費
用
=
2

万
円

申

込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、
参
加
の
理
由
、「
支
援
塾
希

望

」
を
明
記

期
限
=
2

月
1
0日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

女
性
総
合
セ
ン
タ

ー

〒
1
2
3・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-

荒
川
さ
く
ら
街
道
・
桜
守

(
桜
の
里
親
)募
集

あ
な
た
の
植
え
た
桜
に
、
あ
な
た
の

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
掛
け
ら
れ
ま
す

。

植
樹
場
所
=

荒
川
堤
防
天
端
(

江
北

二
丁
目
地
先
)

植
樹
時
期
1
3

月
下

旬

年
会
費
(
1

口
)
=

▽
入
会
時
…
1

万
8

千
円

翌
年
以
降
・・・
3
千
円
　
(

初
年
度
に
は
、
荒
川
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

年
会
費
、
苗
木
代

、
プ
レ
ー
ト
代
、
植

樹
施
工
費
が
含
ま
れ
ま
す
。
な
お
桜
守

会
員
と
し
て
最
低
5

年
間
の
継
続
を
お

願
い
し
ま
す

。
法
人
は
別
途
規
定
)

申
込
=
(

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
代

表
者
氏
名
(

既
に
会
員
の
方
は
会
員
番

号
を
記
入
)
、
年
齢
、
住
所
、電
話
番
号
、

申
込
口
数
、
登
録
者
氏
名
(
代
表
者
を

除
く
4

名
ま
で
)
、
「
足
立
区
」
を
明
記

期
限
a
2

月
2
0
日
必

着
(

抽
選
)

申
先
=

荒
川
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

〒
3
3
6・

0
0
1
7
浦
和
市
南
浦
和
3
-
4
3
-
1
4
T

ビ
ル
2
階

昔
0
4
8
(
8
8
5
)
3
3
5
8
　
　

隔
0
4
8
(
8
8
5
)
2
6
2
3

後
援
―
足
立
区
、
東
京
都
、
建
設
省
ほ

か

問
先
=
河
川
緑
地
係

区
立
小
学
校
・

心
身
障
害
学
級

連
合
学
習
発
表
会

小
学
校
1
7
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
心

身
障
害
学
級
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が
、

日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
。楽
し
い
劇

や
歌
・
工
作
や
絵
画
な
ど
で
発
表
し
ま

す
。日
時
=
▽
学
習
発
表
会
(
劇
や

歌
丁
・
2
月
1
8
日
困
、午
前
9
時
～
正

午
▽
展
示
(
工
作
や
絵
な
ど
)
・
:
2

月
1
6
日
～
1
8
日
、午
前
9
時
～
午
後
5

時

※
1
8日
は
午
後
1
時
3
0分
ま
で

場
所
=
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

問
先
=
学

務
課
心
身
障
害
就
学
担
当

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
第
2

土
曜
日
無
料
公
開
日
の
映
画

会日
時
=
2
月
1
3
日
出
、午
前
n
時
～

内
容
=

「
日
本
漫
画
映
画
発
達
史
-

漫
画
誕
生
-

」(
3
9分
)
・
:マ
ン
ガ
映

画
の
誕
生
と
そ
の
契
機
/

「
国
宝
の

旅
立
ち

」
云

分
)
・
:
美
術
展
を
支
え

る
・
日
本
の
古
美
術
梱
包
技
術

申

込
―
当
日
直
接
会
場
へ

□
講
演
「
石
造
の
仏
と
猿
と
猿
田
彦
」

路
傍
の
石
造
物
と
し
て
研
究
の
進

む
庚
申
塔
。
そ
の
彫
刻
の
意
味
や
歴

史
、調
べ
方
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

日
時
=
2
月
1
4日
叨
、
午
後
2
時
～
3

時
3
0分

講
師
9
小
花
波
平
六
氏

(庚
申
懇
話
会
会
長
)

定
員
=
8
0

人

申
込
=
電
話

-
い
ず
れ
も
I

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
=
郷

土
博
物
館a

(
3
6
2
0
)
9
3
9
`
j

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

凡 例

申
込
…
申
込
方
法
　

期
限
…

申
し
込
み
期
限

壥
に
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
'

足
立
ジ
ュ
ニ
ア

吹
奏
楽
団

□
1
1年
度
団
員
募
集

対
象
1
4
月
に
新
し
く
区
内
の
小
学

校
4
・
5
年
生
に
な
る
児
童

定
員
=

新
4
年
牛
・・
2
0人
程
度
、
新
5
年

生
・・・
1
0人
程
度

申
込
―
文
化
振
興

係
に
申
込
用
紙
を
持
参
ま
た
は
郵
送

期
間
=
2
月
1
日
～
2
6日

※
文
化

振
興
係
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
各
施
設
に
あ
る
申

込
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
希

望
者
多
数
の
場
合
は
、
簡
単
な
面
接

に
よ
り
入
団
を
決
定
し
ま
す

□
第
9
回
定
期
演
奏
会

日
時
=
3
月
2
1日
即
、
午
後
2
時
開

演

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲
目
=
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
/
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
/

ス
ー
パ
ー
ソ
リ
ス
/
動
物
園
の
一

日
/
前
奏
曲
と
エ
ネ
ル
ジ
ー
コ
ほ
か

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会

場
ヘ

ー
い
ず
れ
も
I

問
先
=
文
化
振
興
係

区
民
主
催
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～
健
や
か
な
生
活
と

子
ど
も
の
環
境
～

□
健
康
福
祉
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
=
2
月
2
0日
由
、
午
後
2
時
～

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

テ
ー
マ
=

健
や
か
な
生
活
を
め
ざ
し
て

□
教
育
文
化
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
=
2
月
2
7
日
罔
午
後
2
時
～

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

テ
ー

マ
ー
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
に
潯
、
親
(
大
人
)
は
考
え
よ

う
"
※
2
歳
か
ら
学
齢
前
の
お
子

さ
ん
の
保
育
を
行
な
い
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
(
定

員
1
5人
)

-
い
ず
れ
も
I

定
員
9
2
0
0人(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
2
月
1
8

日

申
・
問
先
=
あ
し
た
の
足
立

を
つ
く
る
区
民
協
議
会
事
務
局
(
地

域
振
興
課
育
成
係
)

昔
(
3
8
8
0
)
5
8
8
9
(

直
通
)

愛
犬
を
わ
が
ま
ま
に
し
な
い
た
め
の
犬
の
し
つ
け
方
教
室

犬
の
し
つ
け
方
の
基
本
を
ビ
デ
オ
や

実
際
の
犬
を
使
っ
て
学
び
ま
す
。

※

犬
は
連
れ
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い

日

時
9
2
月
1
4日
日
、
午
後
1
時
～
4
時

場
所
=
生
涯
学
習
館
(
東
綾
瀬
―
-
5

-
1
7
)
講
師
―
藤
井
聡
氏
(
総
理
府

・
動
物
適
性
飼
養
講
習
会
講
師
)

定

員
よ
四
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
千
住
保
健

所

さ
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

掲
示
板

□
外
国
人
都
民
会
議
第
2
期
委
員
募
集

外
国
人
に
か
か
る
施
策
に
つ
い
て
意

見
等
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
外
国
人
住

民
の
方
々
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

期
限
=
2
月
1
日

※
応
募
に
あ
た

り
作
文
の
提
出
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=

都
・
生
活
文
化
局
国
際
部
地
域
国

際
化
担
当

容
(
5
3
8
8
)
3
1
9
6

□
司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記
無
料
相

談
期
間
=
2
月
1
日～
2
7
日
場
所

―
都
内
の
司
法
書
士
事
務
所

問
先
=

東
京
司
法
書
士
会
事
業
課

登
(
3
3
5
3
)
9
1
9
1

□
友
興
の
園
・
看
護
婦
(
準
)
募
集

勤
務
条
件
等
=
1
日
6
時
間
、
週
5
日

日
額
=
9
千
囚
円

定
員
=
1
人

期

限
=
3
月
末
日

申
・
問
先
―
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
西
新
井
本
町

友
興
の
園

昔
(
3
8
9
0
)
0
7
0
5

□
法
律
・
公
証
・
人
権
相
談
所
お
よ
び

子
ど
も
の
人
権
相
談
所
(
無
料
)

日
時
1
月
2
8
日
廁
・
2
9
日
宙
、午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
(
受
け
付
け
は
午
後

3
時
3
0分
ま
で
)

場
所
=
サ
ン
パ
ー

ル
荒
川

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
三

課

豐
(
3
2
1
4
)
6
2
3
1

□
足
立
区
小
学
生
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

日
時
=
2
月
2
8日
閣
、
午
前
9
時
～

場
所
=
梅
田
体
育
館
種
目
=
男
女
別

シ
ン
グ
ル
ス
、自
己
里
に
よ
る
ラ
ン

ク
別
費
用
a
5
0
0
円
申
込
=
(
ガ
キ

に
住
所
、氏
名
、性
別
、学
年
、種
目

を
明
記
期
限
a
2
月
8
日
申
・
問

先
=
足
立
区
卓
球
連
盟
事
務
局
・
庄
司

〒
1
2
1
・
0
8
2
4
西
伊
興
4
-
5
1

1
1
昔
(
3
8
5
3
)
2
0
3
8

□
足
立
餐
護
学
校
花
畑
分
校
・
作
品
展

日
時
-
1
月
2
9
日
～
3
1
日
、午
前
9

時
～
H
時
3
0
分
(
初
日
は
午
後
4
時
ま

で
)

場
・
問
先
=
足
立
養
護
学
校
花

畑
分
校

昔
(
5
2
4
2
)
2
3

了
1

□
成
人
者
で
定
時
制
(
夜
間
)
高
校
入

学
希
望
の
方
へ

特
別
措
置
(
学
力
検
査
に
代
え
て
、

作
文
と
面
接
に
よ
り
受
検
で
き
る
)
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

願
書
受

付
=
2
月
4
日
・
5
日
、
午
後
3
時
～
8

時

面
接
等
=
2
月
2
3日

※
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場

・
申
・
問
先
=
都
立
江
北
高
等
学
校
定

時
制
課
程

〒
1
2
0
・
0
0
1
4

西
綾
瀬
4
-
1
4
-
3
0

昔
(
3
8
8
0
)
3
4
1
1

□
水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集

対
象
=
都
内

在
住
で
都
営
水
道
を
使
用
し
て
い
る
2
0

歳
以
上
の
方

内
容
=
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
、
連
絡
会
の
参
加
、
随
時
報
告
な

ど

任
期
=
1
年
間

期
限
=
2
月
2
0

日

※
申
込
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
都
・

水
道
局
広
報
課
モ
ニ
タ
ー
担
当

さ
(
5
3
2
0
)
6
3
2
7

フ

リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
卜

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

▼
1
月
3
1日
即
・
2
月
1
4日
即

一
ツ
家
・
柬
栗
原
団
地
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
※
雨
天
中
止
/
1
0
0
区
画
/

出
店
料
O
円
～
2
千
円
/
電
話
/
矢
崎
　
　
　
　

さ
(
3
8
8
0
)
8
2
3
0
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消
費
者
問
題
研
究
結
果

パ
ネ
ル
展
示
会

「
消
費
生
活
問
題
調
査
研
究
グ
ル
ー

プ
」
が
1
年
間
の
調
査
・
研
究
の
成
果

を
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
す
。
日
時
=
▽

パ
ネ
ル
展
示
会
…
2
月
p
一
日
～
1
6
日
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
▽
発
表
会
=

2
月
1
7
日
Ⅲ
。
午
前
9
時
～
正
午
▽

綿
紡
ぎ
講
習
会
a
2
月
1
7
日
㈲
、
午
後

o
時
3
0
分
～
3
時

I
い
ず
れ
も
I

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

費
用
=
無

料

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

魯
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

「
荒
川
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
よ
う
!

」

第
2
回
全
体
市
民
会
議
　

参
加
者
募
集

建
設
省
と
区
は
荒
川
に
つ
い
て
。
新

し
い
川
づ
く
り
を
考
え
て
い
こ
う
と
、

区
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
『
足
立
区
あ

ら
か
わ
市
民
会
議
』
を
設
置
し
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
他
の
市
区
の
市
民

会
議
と
合
同
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や

共
通
の
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
行
い
ま

す
。

日
時
=
1
月
3
1日
興

午
前
1
0

時
～
午
後
5
時

場
所
a
池
袋
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
特
別
ホ
ー
ル

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
l
計
画
調
整
課

第7回

都
市
型
工
業

フ
ォ
ー
ラ
ム

～
デ
フ
レ
時
代
を
生
き
抜
く

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～

足
立
・
荒
川
・
板
橋
・
北
の
4
区
共

催
で
、
工
業
の
活
性
化
と
企
業
間
の
交

流
を
目
的
と
し
た
催
し
で
す
。
日
時

=
2
月
6
日
出
、
午
前
1
0
時
～
場
所

=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
ほ
か

内
容
=

基
調
講
演
(
竹
村
健
一
氏
「
こ
れ
か
ら

の
日
本
」X
n
を
見
通
す
モ
ノ
づ
く
り
)
/

徹
底
討
論
(
関
満
博
氏
)
/
4
区
の

工
業
製
品
展
示
/
企
業
情
報
交
流
パ
ー

テ
ィ
(
有
料
)

申
込
=
事
前
に
(
ガ

キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
「
工
業
フ
ォ
ー

ラ
ム
参
加
」、
会
社
名
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記

申
・
問
先
=
工
業

振
興
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
1

第
1
3回
足
立
区

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
締
め
切
り
せ
ま
る

題
材
―
区
内
の
公
共
施
設
・
名
所
・
旧

跡
・
伝
統
行
事
・
河
川
・
街
並
な
ど

資
格
=
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

申
込
=
所

定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
凡
、
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送

期
限
=
1

月
2
9日

※
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
足
立

区
観
光
協
会

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
I
-
1
7
1
1

く
ら
し
の
情
報

水

洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
2
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
は
、3
年
以
内
に
水

洗
化
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
が
あ
り
ま
す

問
先
―
下
水

道
局
北
部
第
一
管
理
事
務
所
業
務

課

登
(
5
6
9
7
)
2
4
5
1

ま
た
は
区
・
計
画
調
整
課
助
成
係

表2 水洗化可能地域

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

お
考
え
の
方
へ

住
宅
金
融
公
塵
ま
た
は
区
指
定
の
金

融
機
関
か
ら
、
住
宅
改
良
資
金
を
借
り

入
れ
て
工
事
を
す
る
方
に
対
し
、
資
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
―
▽

自
己
用
住
宅
の
場
合
…
本
人
ま
た
は
同

居
の
親
族
が
所
有
す
る
住
宅
で
、
引
き

続
き
居
住
す
る
/
区
内
に
1
年
以
上
在

住
し
て
い
る
/
前
年
度
の
総
所
得
金
額

が
瞋
万
円
以
下
で
あ
る

▽
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
の
場
今
・・
区
分
所

有
者
全
員
で
構
成
す
る
管
理
組
合
、
ま

た
は
こ
れ
に
準
ず
る
管
理
組
合
で
あ
る

※
区
の
指
定
金
融
機
関
、
助
成
の
要

件
な
ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
・
問
先
=
住
宅
管
理
係

国
民
健
康
保
険

休
日
納
付
相
談

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、休
日
納
付
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。保
険
料
の
支
払
い
方
法
な
ど
、こ
の

機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。日
時
=

2
月
7
日
沺
、午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
・
問
先
l
滞
納
整
理
第
丁

第
二
係

2月の国民年金の相談と説明会
l 民年 金の手続きや、 保険料の納付についてこ相談に応じます。

鋸
南
・
日
光
自
然
教
室

(
2
泊
3
日
)

指
導
補
助
員
募
集

鋸
南
自
然
教
室
(
小
学
4
年
生
)
・

日
光
自
然
教
室
(
小
学
6
年
生
)
の
引

率
指
導
補
助
細
を
募
集
し
ま
す
。

対

象
=
教
員
免
許
所
持
者
お
よ
び
卒
業
時

取
得
見
込
み
で
3
5歳
以
下
の
方

内
容
=

担
当
す
る
各
学
校
の
出
発
時
か
ら
帰

校
時
ま
で
の
児
童
引
率
指
導
補
助

謝

礼
=
―
回
の
引
率
に
つ
き
3
万
6
千
6
0
0

円
(
税
込
)

申
込
=
電
話

※
後
日
、

応
募
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
引
率
の
期

間
(
5
月
か
ら
1
2年
2
月
の
実
施
期
間

内
で
複
数
回
希
望
可
能
)
を
調
整
し
て

担
当
校
を
決
定

期
限
=
3
月
1
0日

申
・
問
先
=
校
外
学
園
係

梅
田
稲
荷
児
童
遊
園
を

一
時
閉
鎖
し
ま
す

梅
田
稲
荷
児
童
遊
園
(
梅
田
5
-
9
-
9
)

は
、
東
京
消
防
庁
の
防
火
水
槽

設
置
工
事
の
た
め
、3
月
下
旬
ま
で
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
公
園
計
画
係

第7 回
足立子ども・
福祉フォーラム

一子どもの育ちを支援

する地域ネットワー

キングをめざしてー

障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族

を
支
援
す
る
た
め
に
、
「今
こ
そ
動
き

出
そ
う
」が
今
年
度
の
テ
ー
マ
で
す
。

日
時
9
2
月
1
3
日
山
、
午
後
1
時
～

5
時

場
所
=
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

内
容
等
―
「
保
護
者
ど
う
し
の
活
動

を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
n

こ
(
お
や
じ
の
会

有
賀
健
治
氏
)
/

「
児
童
館
・
学
童
保
育
の
利
用
の

た
め
に
」(区
児
童
館
職
員
)
/
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・利
用
者
・コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」(足
立
区

綛
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

戸

笈
み
ど
り
氏
)
/
「
学
校
と
の
連
携
」

(都
立
足
立
養
護
学
校
教
諭

松
本

早
苗
氏
)

対
象
1
関
心
の
あ
る
方

定
員
=
剳
人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
l

生
涯
教
育
推
進
課
社
会
軟
育
担
当

1
1年
度

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
区
政
に

対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
伺
い
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
正
し
く
つ

か
み
、
区
政
執
行
の
参
考
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
意
見
や
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

内

容
=
連
絡
会
議
・
委
嘱
式
へ
の
出
席

(平
日
・
4
回
程
度
)
/
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
(
6
回
程
度
)
/
施
設
見

学
会
(
1
回
程
度
)
/
区
政
全
般
に

つ
い
て
の
情
報
・
意
見
・
要
望
等
の

提
出
(
随
時
)
/
そ
の
他
広
聴
業
務

へ
の
協
力
任
期
1
1
1
年
4
月
1
日

～
1
2
年
3
月
末
日
対
象
=
次
の
す

べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
・
:
H
年
4

月
1
日
現
在
2
0
歳
以
上
/
足
立
区
に

引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上
居
住
し
て
い

る
(
日
本
語
が
で
き
る
外
国
人
を
含

む
)
/
都
内
の
地
方
公
共
団
体
の
職

員
で
な
い
/
過
去
3
年
間
に
区
政
モ

ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い
な
い
定
員

儿
一
丿
人
謝
礼
l
会
議
出
席
1
回
3

千
円
/
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
―
回
千
円

申
込
=
2
月
1
2
日
ま
で
に
I
`
話
で
応

募
用
紙
を
請
求

申
・
問
先
―
広
聴

相
談
係

区
立
保
育
園
非
常
勤
職
員
募
集

≪
調
理
≫
≪
保
育
≫

□
調
理
資
格
=
調
理
師
・
栄
養
士

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

内
容
―
保
育
園
の
給
食
調
理
勤
務

日
=
月
～
土
曜
日
の
う
ち
4
日
間

(週
2
4時
間
ま
た
は
週
3
0時
間
勤
務
)

※
動
務
曜
日
は
後
日
指
定

□
保
育

資
格
=
保
母
・
幼
稚
園
教

諭
・
小

中
学
校
教
苧
看
護
婦
・
保

健
婦
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
お
持
ち

の
方

内
容
=
保
育
、
調
理
、
用
務

な
ど
保
育
園
業
務
全
般

勤
務
日
1

月
、
火
、
金
、
土
曜
日
の
週
2
4時
間

動
務

-
い
ず
れ
も
I

対
象
―
昭
和
1
4年
4
月
2
日
～
5
5年

4
月
1
日
生
ま
れ
で
健
康
な
女
性

定
員
1
若
干
名

報
酬
等
―
▽
週
2
4

時
間
勤
務
…
月
額
1
3万
4
千
円

▽

週
3
0時
間
勤
務・
:月
額
1
6万
8
千
円

(
1
0年
度
実
績
)
/
有
給
休
暇
有
り
/

交
通
費
支
給
(
限
度
額
有
り
)

選
考
方
法
=
曹
類
審
査
、
面
接

面

接
日
‥
1
2月
1
9日
(
予
定
)

採
用
a
4

月
1
日
以
降
欠
員
が
あ
り
次
第

申
込
―
履
歴
書
(
市
販
様
式
・
自
筆

・
写
真
貼
付
)
を
持
参
ま
た
は
郵
送

寮
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

期

限
=
2
月
2
日
必
着

申
・
問
先
=

児
童
調
整
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
1
-
1
7
1
1

ひ
ろ

ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
串
業
で

す
。
掲
載
内
容
の
責
任
は
当
事
者
間
で

お
願
い
し
ま
す
。

=
催
し
物
=

★
第
1
5回
河
島
英
五
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
2

月
2
0日
出
、
午
後
5
時
3
0

分
(
開
場
は
午
後
5
時
)
/
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
/
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
を
/
た
ん
ぽ
ぽ
共
同
保
育
所
・
関

さ
(
3
8
7
0
)
7
0
4
0

★
女
性
セ
ミ
ナ
ー

▽
2
月
1
7日
叩
・・

子
育
て
に
お
け
る
父
親
の
役
割

▽
3

月
1
6日
㈹
…
心
と
身
体
の
健
康
、
い

ず
れ
も
午
前
1
0時
3
0分
～
正
午
/
大
谷

田
谷
中
住
区
セ
ン
タ
ー
/
無
料
/
清
水

登
(
3
6
2
8
)
4
3
2
8
　
　
　
　

a
募

集
―

★
E
A
R
(

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)

毎
週

金
曜
日
、
午
前
1
0時
～
H
時
/
ス
イ
ム

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
う
き
う
き
館
ほ

か
/
女
性
(
子
ど
も
遅
れ
可
)
/
入
会

金
2
千
円
、
月
額
2
千
5
0
0円/
納
谷

豐
(
3
8
5
5
)
4
5
8
5

★
ヨ
ー
ガ
「
ニ
ュ
ー
シ
ス
タ
ー
ズ
」

毎
週
土
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
4
5
分

/
伊
興
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
5
0
0円/
下
橋

さ
(
3
8
5
3
)
6
1
7
6

★
お
ぼ
ろ
俳
句
会

第
4
土
曜
日
、
午

後
1
時
A

時
3
0分
/
青
年
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
月
額
千
円
/
湾
水

昔
(
3
8
9
6
)
2
9
0
4

★
曙
会
(
日
本
舞
踊
)

月
3
回
(
月

曜
日
)
、午
後
1
時
か
ら
/
エ
ル

ーソ
フ

ィ
ア
ほ
か
/
月
額
3
千
円
/
石
井

昔
(
3
8
8
7
)
8
5
5
`
j

★
囲
碁
「桜
石
会
」毎
週
月
曜
日
、

午
前
9
時
～
午
後
O
時
3
0
分
/
花
畑
記

念
庭
園
ほ
か
/
初
心
者
、
女
性
歓
迎
/

月
額
3
千
円
/
山
本

昔
(
3
8
6
0
)
8
9
1
8

★
自
立
し
よ
う
障
書
者
の
会
第
2
日

曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
障
害
者
が

自
立
す
る
た
め
の
情
報
交
換
/
梅
田
六

丁
目
/
無
料
/
百
木
(
午
後
8
時
以
降
)
　
　
　
　

霑
(
3
8
4
8
)
1
1
0
7

★
な
ぎ
な
た
「豊
仙
会
」第
2
・
4

土
畷
日
・
:
午
前
1
0
時
～
正
午
毎
週
日
・

月
曜
日
・
:
午
後
7
時
～
9
時
/
荒
川
商

業
高
校
/
ど
な
た
で
も
可
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
2
千
円
/
谷
川
(

午
後
2

時
以
降
)昔

(
3
9
1
9
)
5
0
9
Q

★
コ
ー
ル
・
N
A
G
A
T
O

毎
週
木

曜
日
、
午
後
7
時
I
9
時
/
長
門
小
学

校
/
合
唱
の
練
習
/
月
額
3
千
円
/

谷
内

゛
(
3
6
0
2
)
4
3
4
0

★一
物
着
付
け
同
好
会

第
1
1

茎
(

曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/
足
立
北
郵

便
局
/
初
心
者
・
復
習
者
可
/
岸

豐
(
3
8
5
9
)
6
3
3
1
n

★
九
星
気
学
研
究
会
第
3
土
曜
日
、

午
後
7
時
～
9
時
/
西
新
井
本
町
一
丁

目
/
月
額
千
5
0
0円/
林

登
(
3
8
9
8
)
4
0
2
8

★
大
師
太
極
拳
毎
週
土
曜
日
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
/
青
年
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
入
会
金
2
千
円
、月
額
3
千
5
0
0
円

/
入
沢
昔
(
3
8
5
3
)
5
6
4
5

★
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
サ
ー
ク
ル
第
2

・
4
月
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
日

ノ
出
団
地
集
会
所
/
月
額
2
千
7
0
0円/

早
川

昔
(
3
8
8
8
)
0
2
2
0

足
立
区
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

任
期
満
了
に
よ
る
足
立
区
議
会
議
貝

選
挙
(
統
一
地
方
選
挙
・
H
年
4
月
2
5

日
執
行
)
の
立
侯
補
予
定
者
に
対
し
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
閲
催
し
ま
す
。

当
日
、
立
侯
補
届
出
に
必
要
な
各
種
耋

類
を
渡
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
出
席
人
数
は
、
―
立

候
補
予
定
者
に
つ
き
2
人
ま
で
と
し
ま

す
。

日
時
=
2
月
1
8日
巾
、
午
後
2

時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

問

先
H
I選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
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や
す
ら
ぎ
・
か
が
や
き
・
こ
こ
ろ
の
時
代

～
'
9
9
こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～

毎
日
の
生
活
の
中
で
「
心
の
病
気
」

に
つ
い
て
考
え
る
と
き
が
あ
り
ま
す
か

・
?

現
在
の
ス
ト
レ
ス
の
時
代
と
も
い

わ
れ
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、「
心
の
病
気
」
を
持
っ
た
方
の
社
会

参
加
の
促
進
と
よ
り
多
く
の
区
民
の
方

に
「
心
の
健
康
」
や
「
心
の
病
気
」
に

対
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
今
年
は
「
心
の
健
康
づ

く
り
コ
ー
ナ
ー
」
を
は
じ
め
、
参
加
・

体
験
も
で
き
る
た
く
さ
ん
の
催
し
物
が

あ
り
ま
す
。
日
時
a
2
月
2
0
日
出
、

午
後
1
時
～
4
時
場
所
a
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア

内
容
=
心
の
健
康
づ
く
り
コ

ー
ナ
ー
/
座
談
会
/
演
劇
/
合
奏
/
自

主
製
品
展
示
販
売
/
模
擬
店
な
ど

費

用
=
無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
先
g
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

花 だ より

蝋 梅

蝋
梅
は
、冬
の
最
中
の
1
月
か
ら
2

月
に
か
け
て
、い
い
香
り
の
す
る
花
を

咲
か
せ
る
高
さ
2
～
4
m
位
の
中
低
木

で
す

。
詩
歌
に
、
梅
の
花
の
香
り
が
よ

く
歌
い
こ
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
香
り
は

ほ
か
の
梅
よ
り
も
も
っ
と
強
く
匂
い
立

ち
、
近
く
を
通
る
だ
け
で
も
そ
れ
と
わ

か
る
も
の
で
す

。

原
産
地
は
中
国
で

、
日
本
に
は
江
戸

時
代
の
初
め
ご
ろ
入
っ
て
き
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す

。
品
種
に
よ
っ
て
は
、1
9一

月
ご
ろ
か
ら
開
花
す
る
も
の
も
あ
り

、

ま
さ
し
く
春
の
花
の
先
が
け
と
な
る
花

木
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
で

よ
う
。
花
色
は
、
白
っ
ぽ
い
黄
色
、
ま

た
は
黄
色
で
、
こ
の
名
は
、
花
弁
に
蝋

細
工
の
よ
う
な
光
沢
が
あ
る
か
ら
と

も
、
蝋
月
(
旧
暦
の
1
2月
)
に
花
が
咲

く
か
ら
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

讎
難
訌
歇
`

右
噺
門
1
園
答
億
万
弔
卜

※
花
の
堅
い
つ
ぼ
み
も
、
土
の
下
の
虫

た
ち
も
、じ
っ
と
春
を
待
っ
て
い
ま
す

騷
物
の
和
名
漢
7
は
当
て
字
も
あ

り
ま
す
が
、
興
味
あ
る
字
が
多
い

の
で
紹
介
し
て
い
ま
す

絵: 笹節子さん( 西新井 栄町
三丁目)

あだちカレンダー 2 月
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